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１．研究の背景 

 様々な物質合成に貢献する化学合成プロセスは、多くが物質変換を助ける触媒によって実現されている。持続可能な社会
を構築し支えるためには、地球上の限られた資源から余計な副産物を作らず必要な物質を効率合成することのできる新しい触
媒の開発が重要であり、社会の要請に応じた低炭素社会基盤構築、低環境負荷に繋がるイノベイティブ物質変換の実現が
望まれている。 
 
 
２．研究の目標 

 固体表面と金属との相互作用を積極的に活用して、従来にない新未来型触媒として新しい表面固定化金属種や金属ナノ
構造、酵素インスパイアード触媒表面を創り出し、これまで困難であった高難度反応やメタンやCO2などの分子の活性化につな
がる新触媒系を創出する。また、触媒のダイナミックな構造変化やミクロ構造情報を直接捉えることのできる最先端放射光
XAFS計測法を駆使し、イノベイティブ物質・エネルギー変換を担う触媒のダイナミック機能やミクロ構造情報を世界に先駆けて
解明する。 
 
 
３．研究の特色 

 本研究の特色は、イノベイティブ物質変換に発展しうる、分子レベルで構造が制御された新金属ナノ構造や酵素インスパイ
アード表面を生み出す方法を開拓し、研究代表者らが切り開いてきた触媒反応のその場構造解析が可能な最先端放射光
XAFS計測法によって触媒のダイナミック機能やミクロ構造情報を理解して、触媒開発研究のブレークスルーを狙う点である。 
 
 
４．将来的に期待される効果や応用分野 

 本研究は、天然ガス資源（メタン）有効利用や資源利用の効率化、CO2排出削減等を実現する新プロセス創出や、医薬・
農薬・機能性材料等の高効率合成につながる新未来型触媒の創出が期待される。また、高度な触媒機能の原理を明らかに
し、新しい学術に貢献するとともに、イノベイティブ物質変換を通じて持続可能な低炭素社会基盤の構築が期待される。 
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